
社会を明るくする運動は、犯罪や非行の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、犯
罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動で、
今年で62回目を迎えます。

豊中市内の駅頭にてポケットティッシュ
ペーパーを配布し広報・啓発活動を行います。
（午後 4時 30 分に開始予定）

非行や犯罪のことで悩んでいる方はサポートセンターにご相談ください。非行や犯罪のことで悩んでいる方はサポートセンターにご相談ください。
電話での相談にも応じています。 《０６－６８５２－５２０５》
 ◆ 駐在時間／平日 午前10時～午後4時
 ◆ 閉 館 日／土・日・祝祭日・年末年始

●来訪者数…236人  ●相談件数…11 件
（延べ人数　保護司含む）

平成24年3～5月のサポセン利用状況

7月は社会を明るくする運動強調月間です
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～
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校区別に対話集会を実施し、広く地域に
暮らす方々の参加をお願いしています。

校区別対話集会校区別対話集会

日時　7月7日（土）午後 1時 30 分～
場所　豊中市立アクア文化ホール
◆ 大阪府警察音楽隊の演奏
◆ 式典　
◆ 小・中学生の優秀作文表彰式
◆ 短編映画「二つの道」上映
◆ 梅花チアリーディングチームの演技

市民のつどい市民のつどい

日時　7月21日（土）午前 10 時～午後 4時
22日（日）午前 10 時～午後 3時

場所　千里文化センター「コラボ」

刑務所作業製品展示即売会刑務所作業製品展示即売会

　「更生保護活動」に携わって
おられる多くの方々に、心から
お礼と敬意を表します。
　近年、社会情勢の複雑化、地

域社会の希薄化、経済情勢の悪化による就職率の
低下などにより処遇活動の難しさがあります。
　「サポセン豊中」は保護司の「スケット」役、
また新任保護司のなやみの「よりどころ」となり、
活動内容の情報を更生保護関係団体・機関に発信
しています。
　今後は対象者の活動先（公共場所の美化作業・
介護応援・スポーツ競技の手伝い等）の開拓や、
地域住民からの犯罪、非行の相談窓口となるよう
期待します。
　これからも皆様方に、“親しまれ”そして“あっ
て良かった”という「サポセン豊中」を目指しま
すので、ご指導よろしくお願いします。

サポセン豊中を開設して
豊中地区保護司会
会長　岡野　昭三

ＢＢＳ会の活動について更生保護関係団体

当会は非行や社会適応が難しいといった悩める少年少女
と「ともだち」になりたい人が集まっています。
ひとりの子にひとりの会員がつき、相談や遊び相手となった
り、学習支援を行ったりしています。また、花見やキャンプ等
皆で遊ぶ行事も開催しています。ここでの出会いが子どもと
会員にとって良いものになることを願っています。

BBS会長　東根　真弓

※豊中市更生保護サポートセンターは「保護観察処遇活動の
支援・新任保護司に対する相談」「地域住民からの犯罪・非行
に関する相談の窓口」「地域における関係機関、団体に情報を
提供し、連携を図る」等の活動をしています。
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